
 

 

日頃から本校の教育に御理解と御協力をいただき、誠にありがとうございます。 

○「卒業生の話を聞く会」がありました 

中学部３年生と高等部生徒を対象に「卒業生の話を聞く会」を実施し、 

卒業後の通所施設の様子や、福祉サービスの活用について知りました。 

講師は生活介護施設へ通所されている昨年度の卒業生と、４年生大学を 

卒業後、御自宅で駄菓子屋を経営されている平成２７年度卒業生です。 

今年度は、講師の方に事前に作成していただいた資料や、いただいた 

写真をもとに構成したスライドを、教員が代読する形式で開催しました。講師の皆さんからいた

だいた多くの写真とコメントから、生徒たちは卒業後の生活をイメージする機会をもつことが

できました。１月３０日（月）～２月３日（金）に予定されている参観週間中に、講師が作成し

た資料を掲示いたします。 

発表資料の一部を御紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都立永福学園 肢体不自由教育部門 

令和４年１２月２３日  発行 

校長  緒方 直彦 

  No.５ 文責  島田裕次郎 

生徒の皆さんからの質問 



○「高３進路実習報告会」がありました 

１１月４日（金）に、高３進路実習報告会を実施しました。３年生は１・２年生や保護者の前

で、緊張しながらも堂々と発表をしました。 

自分で立てた目標に対する自己評価や、実習での成果等、自身が体験し学んだことを報告する

ことができました。また、その場で出された後輩からの質問に対して、きちんと応える姿が見ら

れ、成長を感じました。 

コロナ禍で様々なことに気を付けながら、通学籍９名、訪問籍４名の全員が生活介護施設で実

習することができ、本当にうれしく思います。 

今後は、進路先との移行支援会議を経て、来年度から新生活のスタートとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬休みが始まります。子どもたちには、ぜひ家族の一員として役割をもって過ごす時間をもっ

てほしいと思います。また、家族や親せきの方々、ヘルパーさんや友だちと・・・、いつもは時

間をとってかかわることが少ない方と一緒に取り組むことで、「いつでも・どこでも・誰とでも」

できる力につながっていきます。 

今までの長期休業中の記録の中から、印象に残った取り組みを御紹介します。参考にしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

実習の様子 

（一部を紹介します） 

食事の準備（台拭き・箸並べ）をしました。

細かい汚れまで気にして拭いていました。 

買い物に一緒に行き、指差しで欲し

いものを伝えることができました。 

洗濯物を干すときに、ハンガーを渡しました。 

お米を炊きました。お米をこぼさないよう

に目盛まで入れることをがんばりました。

お米を研ぐのが難しかったです。 

家族のために、棒スイッチで

家電のON・OFF をしました。 


